
Society5.0やVUCAという言葉、皆さんも耳にされたことはあるでしょうか。
テクノロジーの進化によって、社会は加速度的に変化しています。子供たちが、そういった変化を楽しみ、予測不能な中でも、
一人一人が活躍することができるような社会を実現するためには、学校もその変化とは無縁ではいられません。
協調性を重んじるだけではなく、個性をどう伸ばしていくのか、学校教育はどうあるべきなのか。今それを問い直し、
未来の学校をデザインし直していくことが求められています。こんな問いに対し、３人それぞれの思いをお伝えしたいと思います。

これからの学校の在り方
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るのか、と問われた思いがしました。
　「AIは21世紀の新しい電気である」（人工知
能の大家・アンドリュー・エン氏）という言葉が
あります。技術としてはシンプルだけど活用範
囲が非常に汎用的なAIは人間が望み、定義で
きることを実現していけることを示唆していま
す。望むことが本当にできるのかを厳密に問う
ことにエネルギーを費やすより、知恵と知恵を
組み合わせて試行錯誤しながら現実できる範
囲をどんどん広げていく方法がVUCA時代に
はフィットします。
　教育・学習に関しては、時や場所を問わず生
涯を通じて学べる、学ぶことを楽しめることを
多くの人が望んでいるでしょう。学校等の仕組
みもそのような望みをどう実現するかというコ
ンセプトで考えていく必要があると考えます。
将来像を描く時には我々が真に望むことを目
線合わせにまずこのような思考の土俵が必要
だと思います。

寺島　社会は大きく変化しています。しかもそ
の変化は非連続的で、予測が困難です。近年で
はコロナ禍が私たちの生活や考え方を大きく
変えました。数年前には誰も予測が出来な

かった変化です。学校や教室の風景は大きく変
わっています。一変する教育環境の中、学校は
どうあるべきか、これからの教師に求められる
ものは何か、そもそも学校や教師ってなんだろ
う？私たちはそんな問いに答えていかないとい
けません。
　その答えのキーワードの一つは「多様性」だ
と私は思います。2021年、東京オリンピック・
パラリンピック。互いの違いを認め、支え合い、
誰もが生きやすい共生社会をつくる。「多様性
と調和」が大会テーマの一つでした。「多様性
こそ新たな価値を生み出す」、オリンピック・パ
ラリンピックに関わった私自身も、強くそう思い
ます。
　ひるがえって、学校はどうでしょうか。現在の
学校には多くの人々が関わってくれるようにな
りましたが、まだまだ多様性が十分とは言えま
せん。経験や学びが異なる、様々なバックグラ
ウンドを持った多様な教師たちが、子どもたち
に、自ら考え、不確実な社会を生き抜く力を育
てていく、そんな多様性に満ちた学校を描きた
いと思っています。
　「近所に住む同じ年齢の子どもたちが同じ
場所に集まり、チョーク片手の先生の話を聞
き、黒板をノートに書き写す」。遠からず、それ

は過去のものとなるでしょう。これからの時代
に適した教育を構築するためには、これまでの
当たり前にとらわれず、むしろこれが過去のも
のとなるように、私たちは大胆に議論と知恵を
積み重ねなければいけないと思っています。
　しかし、いつの時代でも、教育とは、教師と生
徒、生徒と生徒、様々な人と人との人間的な関
わりの中で、子どもたちの自律と成長を促す作
用です。どんなに時代が変わろうとも、最善の
教育環境を整えていくという私たちのミッショ
ンに変わりはありません。

佐藤　未来の学校、皆さんはどんな姿を描い
てみたいですか？学校が楽しかったから、そん
な学校の良さを大事にしたいな、という人もい
れば、ちょっと居心地が悪かったから、もっと変
わらないかな、という人もいるでしょう。いろん
な感じ方をする人がいる、ということが、その議
論の出発点になるのだと思います。
　今、不登校の子供たちが急増しています。不
登校の子供たちの人数は、数字で見ると大き
な数字でしかありませんが、そこには子供たち
一人一人の苦しさや辛さが隠れています。不登
校ではなくても、学校の在り方について、きっと
子供たちの考え方は様々です。
　子供たち一人一人に寄り添い、その課題を
解決することは、文部科学省ではできません。
ですが、全ての子供たち一人一人に心を寄せ
ながら、全ての学校が、子供たちにとって、より
安心して自分の考えや弱みを出し、学ぶことっ
て面白い、と思える場所であるように、学校の
文化や授業の在り方、これまでの学校の強み
や弱みを改めて見直していこうと、今、中央教
育審議会という国の会議で議論しています。
　私はその担当をしていますが、みんなが同じ
ことを同じように、ではなく、一人一人の個性
や興味・関心を大事にしながら、友達との関わ
り、教師との関わりの中で、それぞれが考えを
深め成長していけるよう、学校がもっともっと
よい場所であるように、それでも、学校がつら
い、と感じる子供たちにとっては、それ以外の
場所が学びの場となれるように、前例にとらわ
れることなく、時代の変化を見据え、新たな取
組にも積極的にチャレンジし続けていきたいと
思っています。

桐生　皆さんが活躍する21世紀半ばから後
半はどんな時代になるでしょうか。時代ごとに
経済・技術・社会的な状況は異なり、国として
重点にすべき分野は移り変わっていきま
す。OECDにおいては各国の大統領等の首
脳による閣僚会議が毎年行われています
が、分野をクロスした議論の多くにおいて近
年では将来的な成長可能性、投資先として
「Education&Skill（教育とスキル）」の重要性
が強く強調されています。
　VUCAの時代で先行き不透明で不確実な
時代だからこそ、どんな環境においても人間に
とっての最大の価値を生み出す知を生み出す
人間に対する投資が最重要であるとの認識が
共通となってきている証左でしょう。社会への
インパクトや影響度が加速度的に増大する人
と知に関する重要な使命の多くを手掛けるの
が“未来省“である文部科学省です。その可能
性や面白さに共感する多くの皆さんに門を叩
いていただきたいと思います。
寺島　世界のどこに行ってもスマホ一つで様々
な学びが可能となった今、教育の分野では、国
と国との差異や隔たりがどんどん小さくなって
います。これまでの海外勤務や国際会議の経験
等からも感じてきましたが、世界中の国が教育
の未来を模索する中、日本は間違いなくそのフ
ロントランナーです。前例や与えられた正解な
どない中で、自らの頭で未来を考え抜く、それが
日本のみならず、世界の幸福と平和にも貢献す
るかもしれない、そんなことが自分の「仕事」で
あるなんて、素敵だと思いませんか？
佐藤　「子供のためなら頑張れる。」先輩のこ
の言葉に惹かれて、私は文部科学省に入省し
ました。入省してから15年ほどたちましたが、
今でもその思いは変わりません。教育に対する
考えは、本当に人それぞれです。その中で、多く
の人の意見を聴き、学び続け、子供たちにとっ
て、本当に望ましい教育の姿とはどうあるべき
か、それを実現するために、国は何ができるの
か。難しい挑戦ばかりですが、自分が大事だと
思えることを考え続け、動き続けることができ
ることを幸せに思っています。大変なことも多
いですが、働き方改革も大きく進んでいる途上
です。ここからしか見えない景色を、皆さんと一
緒に見られるのを楽しみにしています。

桐生　AIを筆頭に新たな技術やアイディアが
世界の可能性を刻一刻と変えていきます。この
ような変化は確実ですが未来が不確実な
VUCAの世界において“学校、教育はどうある
べきか”という問いはどのような思考軸で考え
ていけばよいでしょうか。
　“将来を可能な限り予測して先回りして国と
しても個人としても対策を立てよう”、という考
え方は合理的です。ただ、我々が生きている世
界はVUCAであり予測が困難です。予想すら
困難な将来をどう想定して教育を考えていく
べきなのでしょうか。
　このような堂々巡りともいえることを考えてい
た数年前のパリ、ＯＥＣＤ日本政府代表部への
赴任中、将来の教育の姿を各国で議論している
Education2030の会議で興味深いアイディアと
巡り合いました。「The Future We Want」―
VUCAな世界では、分かりもしない未来に“対応
する”のではなく、我々が望む未来に“もっていく”
ことを考えていくべきということです。課題を列挙
して対応策を講じるのではなく、我々が望む未
来、望む教育は何かをきちんと定義し、それを実
現しようとしているのか、を本当に突き詰めてい

The Future We Want

多様性の実現



総合教育政策局主任教育企画調整官
教育ＤＸ推進室長

桐生　崇 Kiryu Takashi
平成11年入省（法律）

平成11年  4月
平成11年  8月
平成12年  4月

平成14年10月

平成15年  9月

平成16年  9月
平成18年  7月
平成19年  7月
平成20年  4月

平成21年  4月
平成22年  4月
平成24年  4月
平成24年12月

平成25年  9月
平成28年  3月
平成30年  7月
平成31年  4月

令和  3年  4月
令和  3年10月

令和  4年  1月

令和  4年  7月

文部省高等教育局企画課
同　大臣官房総務課行政改革推進室
総理府国際平和協力本部事務局派遣第２係
（兼）国際平和協力隊隊員（ゴラン高原、コソヴォ）
文部科学省生涯学習政策局生涯学習推進課
専修学校教育振興室専修学校第一係長
同　生涯学習政策局生涯学習推進課
企画調査係長
同　初等中等教育局財務課専門職
同　初等中等教育局初等中等教育企画課専門官
同　高等教育局大学振興課専門官
同　高等教育局国立大学法人支援課
国立大学政策専門官
大分県教育委員会教育改革・企画室長
同　教育改革・企画課長
文部科学省生涯学習政策局政策課課長補佐
同　大臣官房総務課課長補佐
（副大臣秘書官事務取扱）
同　初等中等教育局財務課課長補佐
経済協力開発機構日本政府代表部一等書記官
同　参事官
文部科学省初等中等教育局企画官
（命）同　初等中等教育局初等中等教育企画課
学びの先端技術活用推進室長
同　大臣官房付(命)大臣官房文部科学戦略官
(命) 国立教育政策研究所教育データサイエンス
センター副センター長
同　総合教育政策局調査企画課長
(命)同　総合教育政策局教育デジタルトランス
フォーメーション推進室長
現職

初等中等教育局初等中等教育企画課
教育制度改革室室長補佐

佐藤 尚子 Sato Naoko
平成19年入省（法律）

平成19年  4月
平成19年  8月
平成21年  8月
平成22年  4月
平成23年  7月
平成24年  7月

平成25年  6月

平成27年  6月

平成27年  8月

平成29年  5月
平成29年  8月
平成30年  9月
平成31年  4月

令和 元年  8月
令和  4年  4月

文部科学省大臣官房人事課計画調整班
同　初等中等教育局財務課
同　生涯学習政策局社会教育課 
同　生涯学習政策局社会教育課法規係長
同　科学技術・学術政策局政策課専門職
同　研究開発局地震・防災研究課
企画調整係長
同　大臣官房人事課計画調整班専門職
（人事院留学：米・ペンシルバニア大学、ミシガン大学）
同　初等中等教育局初等中等教育企画課
教育制度改革室専門官
内閣官房内閣広報室
（命）同　国際広報室室員
文部科学省大臣官房人事課専門官
（育児休業）
同　大臣官房政策課政策推進室室長補佐
（命）同　大臣官房省改革推進・
コンプライアンス室室長補佐
埼玉県戸田市教育委員会教育政策室長
現職

総合教育政策局調査企画課学力調査室長

寺島 史朗 Terashima Shiro
平成13年入省（教育）

平成13年  4月
平成15年10月

平成16年  4月
平成19年  1月
平成20年  2月

平成20年  7月

平成23年  7月
平成25年  7月

平成27年  3月
平成30年  3月
平成31年  3月

令和 元年  9月

令和  3年  2月

令和  3年10月
令和  4年  8月

文部科学省初等中等教育局財務課
同　大臣官房総務課
（併）初等中等教育局財務課
同　大臣官房総務課総務班専門職
同　研究開発局開発企画課総括係長
同　初等中等教育局
初等中等教育企画課教育委員会係長
同　初等中等教育局
初等中等教育企画課専門官
宮城県教育委員会教職員課長
文部科学省高等教育局
私学部私学行政課課長補佐
外務省在タイ日本国大使館一等書記官
文部科学省大臣官房国際課専門官
同　高等教育局
国立大学法人支援課企画官
同　大臣官房付
（併）内閣事務官
（命）国務大臣秘書官事務取扱
（派）公益財団法人東京オリンピック・
パラリンピック競技大会組織委員会
役員室秘書担当部長
総合教育政策局政策課企画官
現職
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るのか、と問われた思いがしました。
　「AIは21世紀の新しい電気である」（人工知
能の大家・アンドリュー・エン氏）という言葉が
あります。技術としてはシンプルだけど活用範
囲が非常に汎用的なAIは人間が望み、定義で
きることを実現していけることを示唆していま
す。望むことが本当にできるのかを厳密に問う
ことにエネルギーを費やすより、知恵と知恵を
組み合わせて試行錯誤しながら現実できる範
囲をどんどん広げていく方法がVUCA時代に
はフィットします。
　教育・学習に関しては、時や場所を問わず生
涯を通じて学べる、学ぶことを楽しめることを
多くの人が望んでいるでしょう。学校等の仕組
みもそのような望みをどう実現するかというコ
ンセプトで考えていく必要があると考えます。
将来像を描く時には我々が真に望むことを目
線合わせにまずこのような思考の土俵が必要
だと思います。

寺島　社会は大きく変化しています。しかもそ
の変化は非連続的で、予測が困難です。近年で
はコロナ禍が私たちの生活や考え方を大きく
変えました。数年前には誰も予測が出来な

かった変化です。学校や教室の風景は大きく変
わっています。一変する教育環境の中、学校は
どうあるべきか、これからの教師に求められる
ものは何か、そもそも学校や教師ってなんだろ
う？私たちはそんな問いに答えていかないとい
けません。
　その答えのキーワードの一つは「多様性」だ
と私は思います。2021年、東京オリンピック・
パラリンピック。互いの違いを認め、支え合い、
誰もが生きやすい共生社会をつくる。「多様性
と調和」が大会テーマの一つでした。「多様性
こそ新たな価値を生み出す」、オリンピック・パ
ラリンピックに関わった私自身も、強くそう思い
ます。
　ひるがえって、学校はどうでしょうか。現在の
学校には多くの人々が関わってくれるようにな
りましたが、まだまだ多様性が十分とは言えま
せん。経験や学びが異なる、様々なバックグラ
ウンドを持った多様な教師たちが、子どもたち
に、自ら考え、不確実な社会を生き抜く力を育
てていく、そんな多様性に満ちた学校を描きた
いと思っています。
　「近所に住む同じ年齢の子どもたちが同じ
場所に集まり、チョーク片手の先生の話を聞
き、黒板をノートに書き写す」。遠からず、それ

は過去のものとなるでしょう。これからの時代
に適した教育を構築するためには、これまでの
当たり前にとらわれず、むしろこれが過去のも
のとなるように、私たちは大胆に議論と知恵を
積み重ねなければいけないと思っています。
　しかし、いつの時代でも、教育とは、教師と生
徒、生徒と生徒、様々な人と人との人間的な関
わりの中で、子どもたちの自律と成長を促す作
用です。どんなに時代が変わろうとも、最善の
教育環境を整えていくという私たちのミッショ
ンに変わりはありません。

佐藤　未来の学校、皆さんはどんな姿を描い
てみたいですか？学校が楽しかったから、そん
な学校の良さを大事にしたいな、という人もい
れば、ちょっと居心地が悪かったから、もっと変
わらないかな、という人もいるでしょう。いろん
な感じ方をする人がいる、ということが、その議
論の出発点になるのだと思います。
　今、不登校の子供たちが急増しています。不
登校の子供たちの人数は、数字で見ると大き
な数字でしかありませんが、そこには子供たち
一人一人の苦しさや辛さが隠れています。不登
校ではなくても、学校の在り方について、きっと
子供たちの考え方は様々です。
　子供たち一人一人に寄り添い、その課題を
解決することは、文部科学省ではできません。
ですが、全ての子供たち一人一人に心を寄せ
ながら、全ての学校が、子供たちにとって、より
安心して自分の考えや弱みを出し、学ぶことっ
て面白い、と思える場所であるように、学校の
文化や授業の在り方、これまでの学校の強み
や弱みを改めて見直していこうと、今、中央教
育審議会という国の会議で議論しています。
　私はその担当をしていますが、みんなが同じ
ことを同じように、ではなく、一人一人の個性
や興味・関心を大事にしながら、友達との関わ
り、教師との関わりの中で、それぞれが考えを
深め成長していけるよう、学校がもっともっと
よい場所であるように、それでも、学校がつら
い、と感じる子供たちにとっては、それ以外の
場所が学びの場となれるように、前例にとらわ
れることなく、時代の変化を見据え、新たな取
組にも積極的にチャレンジし続けていきたいと
思っています。

桐生　皆さんが活躍する21世紀半ばから後
半はどんな時代になるでしょうか。時代ごとに
経済・技術・社会的な状況は異なり、国として
重点にすべき分野は移り変わっていきま
す。OECDにおいては各国の大統領等の首
脳による閣僚会議が毎年行われています
が、分野をクロスした議論の多くにおいて近
年では将来的な成長可能性、投資先として
「Education&Skill（教育とスキル）」の重要性
が強く強調されています。
　VUCAの時代で先行き不透明で不確実な
時代だからこそ、どんな環境においても人間に
とっての最大の価値を生み出す知を生み出す
人間に対する投資が最重要であるとの認識が
共通となってきている証左でしょう。社会への
インパクトや影響度が加速度的に増大する人
と知に関する重要な使命の多くを手掛けるの
が“未来省“である文部科学省です。その可能
性や面白さに共感する多くの皆さんに門を叩
いていただきたいと思います。
寺島　世界のどこに行ってもスマホ一つで様々
な学びが可能となった今、教育の分野では、国
と国との差異や隔たりがどんどん小さくなって
います。これまでの海外勤務や国際会議の経験
等からも感じてきましたが、世界中の国が教育
の未来を模索する中、日本は間違いなくそのフ
ロントランナーです。前例や与えられた正解な
どない中で、自らの頭で未来を考え抜く、それが
日本のみならず、世界の幸福と平和にも貢献す
るかもしれない、そんなことが自分の「仕事」で
あるなんて、素敵だと思いませんか？
佐藤　「子供のためなら頑張れる。」先輩のこ
の言葉に惹かれて、私は文部科学省に入省し
ました。入省してから15年ほどたちましたが、
今でもその思いは変わりません。教育に対する
考えは、本当に人それぞれです。その中で、多く
の人の意見を聴き、学び続け、子供たちにとっ
て、本当に望ましい教育の姿とはどうあるべき
か、それを実現するために、国は何ができるの
か。難しい挑戦ばかりですが、自分が大事だと
思えることを考え続け、動き続けることができ
ることを幸せに思っています。大変なことも多
いですが、働き方改革も大きく進んでいる途上
です。ここからしか見えない景色を、皆さんと一
緒に見られるのを楽しみにしています。

桐生　AIを筆頭に新たな技術やアイディアが
世界の可能性を刻一刻と変えていきます。この
ような変化は確実ですが未来が不確実な
VUCAの世界において“学校、教育はどうある
べきか”という問いはどのような思考軸で考え
ていけばよいでしょうか。
　“将来を可能な限り予測して先回りして国と
しても個人としても対策を立てよう”、という考
え方は合理的です。ただ、我々が生きている世
界はVUCAであり予測が困難です。予想すら
困難な将来をどう想定して教育を考えていく
べきなのでしょうか。
　このような堂々巡りともいえることを考えてい
た数年前のパリ、ＯＥＣＤ日本政府代表部への
赴任中、将来の教育の姿を各国で議論している
Education2030の会議で興味深いアイディアと
巡り合いました。「The Future We Want」―
VUCAな世界では、分かりもしない未来に“対応
する”のではなく、我々が望む未来に“もっていく”
ことを考えていくべきということです。課題を列挙
して対応策を講じるのではなく、我々が望む未
来、望む教育は何かをきちんと定義し、それを実
現しようとしているのか、を本当に突き詰めてい

すべての子どもたちが
学ぶことを楽しめるように
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好きなことを突き詰めた先に、安心して好きなことに取組み、自己実現できる未来があるとしたら、皆さんはどのような生き方を望みますか。
新たな価値を創造する人材―『博士号取得者』。日本の科学技術・イノベーションを担い、国際競争力を高めていくうえでは欠かせない存在です。
最近、文部科学省でも博士号を有する人材が増えてきました。
4人の若手職員が、博士人材の未来と文部科学省で働く魅力を語り尽くします。

「やりたいこと、やればいいじゃん！」を実現したい
座談会：博士が語る人材政策と文部科学省の魅力

FOCUS 02
フォーカス

左から河原崎、山本、梅田、對崎

博士が取り組む博士政策
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ディングプログラム』に参加していました。プロ
グラムでは専門が異なる研究者や民間の方と
も接する機会が多く、プログラムも含めた博士
課程での経験を通じ、『企画力』、『マネジメント
力』、『リーダーシップ力』等の能力がセットで磨
かれたと実感しています。
對崎　素晴らしいですね。諸外国では、論理的
思考力や課題発見能力等の『仕事力』に関する
能力を明確化し、そうした能力をどのように身に
付けることができるかが重視されています。我が
国においても、能力の『見える化』、体系的な養
成、ロールモデルの形成等について、産学官で
連携して取り組んでいく必要があると思います。

山本　研究者の方々とお話する際に、名刺に
『博士』と記載していることで、ある種の専門家
として見られ、専門分野について聞かれる等、
会話のきっかけを得やすいように感じます。ま
た、海外の行政機関で働く方々は博士号取得
者が多く、専門知識や経験をフル活用して業
務をなさっています。こうした方々が先頭にた
ち、行政課題の解決に向けて取り組むことで、
他の分野においてもプラスの波及効果が生じ
ていると感じます。
　博士は、指導教官の下で研究を行う修士課
程までと異なり、自ら主体的に動いて研究をす
ることが求められます。研究の中で「この方向
でいこう！」と思って突き進んでいった結果、
「想定と違った。でも、もう少し深掘りしたい。し
かしながら、敢えて引き返して他の策の方が良
いのではないか？」という判断を求められるこ
とが多々あります。今の業務においても同様の
思考が必要になることがありますが、状況に応
じて的確な判断ができるのは、一旦引いて物
事を捉え直した経験があるからこそだと自負し
ています。また、学生のうちに、科学技術を担う
『プレイヤー』と『マネージャー』の両方を経験
したのは強みです。

『博士』ってどういう人？

對崎　普段の業務において、博士課程での経
験が役立っていると感じることがあれば教えて
ください。
梅田　必ずしも正解のない問題にチャレンジ
していくに際して、「我々は何を目的としていく
べきか、現状どうなっているのか、目的と現状
のギャップを埋めていくために何をしていけば
良いのか」を整理していく必要があります。この
考え方やプロセスは研究を行っている時と同
じで、博士３年間の研究活動の中で培われ、仕
事に向き合う上で役立っていると感じます。
河原崎　普段の業務で行っている「様々な情
報の中から必要な情報を選び出し、整理をして
必要な仕事をしていく」ということは、研究活
動と通ずる部分が大きいと思っています。ま
た、係長になってからは、研究室内において後
輩を指導してきた経験が、部下の指導で役
立っていると感じます。加えて、業務で他の部
署等と意見がぶつかった際に適切な解決策を
考えるにあたり、共同研究先の研究者と考え
方が相反した時に試行錯誤した経験が活かさ
れていると感じます。

對崎　博士人材についてよく言われるのは、
GDPとの相関で、GDPの高さと博士号取得者
の人数は比例しています。諸外国との比較にお
いて、多くの先進国では博士号取得者が近年
増えている中、日本だけが横ばいか減少という
傾向が続いています。
　他方、日本でも様々なベンチャー企業やス
タートアップ企業における博士人材の活躍が最
近増えてきており、企業側からも博士人材は
『期待を上回った』と高い評価を得ています。ま
た、『仕事のやりがい』、『年収』、『学歴』の関係に
ついても、高学歴になるほど、やりがいや年収も
比例して高くなる傾向が見られます。企業のトッ
プ層のマインドセットが鍵になり、産業界におけ
る今後の活躍もより一層期待されます。
　また、文部科学省では、博士後期課程学生
への経済的支援とキャリアパスの整備をセット
で進めています。以前、『博士課程教育リーディ
ングプログラム』に取り組み、現在はそれに続
く形で、産業界、大学や研究機関と連携し、育
成・支援の取組を強化しています。
河原崎　実は学生時代、『博士課程教育リー
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主要国における博士号取得者数の推移
（出典：科学技術指標2021）



科学技術・学術政策局
人材政策課課長補佐

對崎 真楠
Tsuizaki Makusu
平成24年入省（理工Ⅳ）
博士（農学）

平成24年  4月
平成26年  4月
平成27年  4月
平成28年  4月
平成29年  5月
平成30年  4月
平成30年10月

平成31年  4月

令和  2年  8月
令和  3年  8月

令和  4年  7月

文部科学省研究開発局宇宙開発利用課
同　初等中等教育局教職員課
同　初等中等教育局教職員課企画係長
同　研究開発局環境エネルギー課総括係長
同　研究開発局開発企画課総括係長
同　大臣官房総務課審議班審議第四係長
同　大臣官房総務課専門官
（併）審議班審議第四係長
同　科学技術・学術政策研究開発基盤課
量子研究推進室室長補佐
同　研究開発局環境エネルギー課専門官
同　研究開発局宇宙開発利用課専門官
（宇宙留学：アメリカ・ジョージ・ワシントン大学）
現職

平成30年  4月
令和  2年  6月
令和  3年  4月
令和  3年10月
令和  4年  7月

令和  4年  7月

スポーツ庁政策課
文部科学省科学技術・学術政策局企画評価課
同　科学技術・学術政策局企画評価課専門職
同　科学技術・学術政策局研究開発戦略課専門職
同　研究振興局参事官
（ナノテクノロジー・物質・材料担当）付専門職
現職

研究振興局参事官
（ナノテクノロジー・物質・材料担当）付
ナノテクノロジー・材料企画係長

河原崎 陽介
Kawarazaki Yosuke
平成30年入省
（化学・生物・薬学）
博士（薬科学）
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山本　研究者の方々とお話する際に、名刺に
『博士』と記載していることで、ある種の専門家
として見られ、専門分野について聞かれる等、
会話のきっかけを得やすいように感じます。ま
た、海外の行政機関で働く方々は博士号取得
者が多く、専門知識や経験をフル活用して業
務をなさっています。こうした方々が先頭にた
ち、行政課題の解決に向けて取り組むことで、
他の分野においてもプラスの波及効果が生じ
ていると感じます。
　博士は、指導教官の下で研究を行う修士課
程までと異なり、自ら主体的に動いて研究をす
ることが求められます。研究の中で「この方向
でいこう！」と思って突き進んでいった結果、
「想定と違った。でも、もう少し深掘りしたい。し
かしながら、敢えて引き返して他の策の方が良
いのではないか？」という判断を求められるこ
とが多々あります。今の業務においても同様の
思考が必要になることがありますが、状況に応
じて的確な判断ができるのは、一旦引いて物
事を捉え直した経験があるからこそだと自負し
ています。また、学生のうちに、科学技術を担う
『プレイヤー』と『マネージャー』の両方を経験
したのは強みです。

對崎　普段の業務において、博士課程での経
験が役立っていると感じることがあれば教えて
ください。
梅田　必ずしも正解のない問題にチャレンジ
していくに際して、「我々は何を目的としていく
べきか、現状どうなっているのか、目的と現状
のギャップを埋めていくために何をしていけば
良いのか」を整理していく必要があります。この
考え方やプロセスは研究を行っている時と同
じで、博士３年間の研究活動の中で培われ、仕
事に向き合う上で役立っていると感じます。
河原崎　普段の業務で行っている「様々な情
報の中から必要な情報を選び出し、整理をして
必要な仕事をしていく」ということは、研究活
動と通ずる部分が大きいと思っています。ま
た、係長になってからは、研究室内において後
輩を指導してきた経験が、部下の指導で役
立っていると感じます。加えて、業務で他の部
署等と意見がぶつかった際に適切な解決策を
考えるにあたり、共同研究先の研究者と考え
方が相反した時に試行錯誤した経験が活かさ
れていると感じます。

山本　自身が歩んできた研究の道について、政
策を直接動かせるのが魅力です。研究者に寄
り添いつつ、世の中へと繋げていくにあたり、
一番近いのは文部科学省だと思います。
梅田　文部科学省は所掌が広く、初等中等教
育から高等教育、専門家の育成に至るまでの
人材育成を行っています。根本から木の枝葉
が育つまでの業務に一貫して取り組めるのは
魅力的です。

博士が感じる
文部科学省の魅力

河原崎　文部科学省においても、昨今、博士
人材の採用実績が増えてきていますよね。皆さ
んは、省庁の中でも特に文部科学省を選ばれ
たのは何故でしょうか。
對崎　科学技術を担う人材を育成するという
観点で、文部科学行政は直結しており、人づく
りを核とした政策に携われることに魅力を感じ
たからです。自分が経験した研究環境や産学
連携の状況を踏まえて政策を作っていくのは、
文部科学省で働く醍醐味です。これまでの歩み
に対する周囲への感謝と将来への橋渡しと
思って日々業務に臨んでいます。

受験生へのメッセージ

對崎　官公庁における博士人材の給与体系
の見直し（※）や、企業において高度人材を活
用する場合に税制を優遇する等、様々な動き
が広がってきていますが、これらを受けて未来
の後輩に対するメッセージがあればお願いし
ます。
梅田　我 と々しては、「やりたいことをやりたい
ようにやったらいいよ！」と言える環境を作って
いきたいと思っています。「本当は研究が好き
だけど、アカデミアでは続かない」と、博士課程
に進まない学生さんもいますが、アカデミアの
道でなくとも、国家公務員や産業界においても
様々な選択肢が開かれていると知ってほしい
です。そうして、「研究したい!研究って面白い!」
という研究者の声を、その努力以外で道が狭
められてしまうことがないよう、一緒に後押し
していきませんか。
山本　今、博士人材を取り巻く状況はどんどん
良くなっており、如何に自分自身が社会や家族
から「投資」してもらっていたのかと感じさせら
れます。その状況に驕らず、自分のやりたいこと
を貫いて頂きたいです。また、文部科学省の採用
は人物本位で行っていますが、博士号を有する
職員が近年増えているのは、官庁訪問において
業務説明や面接を行う中で、博士人材の考え
方とマッチすることが多くなってきたからかもし
れません。
對崎　ようやく、社会が博士の素晴らしさに気
付いてきたと言えるかもしれませんね。博士と
は、研究活動だけ行ってきた人ではなく、研究
活動を通じて培った能力を発揮できる人材だと
思います。自分のやりたいことを貫いて頂き、そ
の後の道として、文部科学省が選択肢の１つで
あるならば、文部科学省は、皆さんのやってきた
ことの価値が見いだせる場になると思います。

（※）令和５年度より、博士課程を修了した者が博士課程修了等
により得られる専門性を必要とする業務に従事する場合の初
任給引上げが実施されます。現在の俸給月額から４，０００円程
度の増額が見込まれています（全府省共通）。

平成27年  4月
平成28年  4月
平成30年  4月

令和  2年  5月

令和  2年  6月

令和  3年10月

令和  4年  4月
令和  4年  7月

文部科学省科学技術・学術政策局政策課
同　研究開発局環境エネルギー課
同　科学技術・学術政策局政策課
国際戦略室国際総括係長
同　科学技術・学術政策局
産業連携・地域支援課専門職
同　科学技術・学術政策局
産業連携・地域支援課総括係長
同　科学技術・学術政策局
産業連携・地域振興課総括係長
（併）内閣府（科学技術・イノベーション推進事務局
参事官（大学改革・ファンド担当）付主査
（併）内閣官房副長官補付
現職

科学技術・学術政策局政策課総括係長

山本 智久
Yamamoto Tomohisa
平成27年入省（工学）
博士（工学）

平成31年  4月

令和  2年11月
令和  4年  4月
令和  4年  7月

文部科学省科学技術・学術政策局
政策課国際戦略室
同　研究振興局振興企画課
同　研究振興局振興企画課振興調整係長
現職

科学技術・学術政策局
研究開発戦略課研究開発企画係長

梅田 理愛
Umeda Rie
平成31年入省（化学・生物・薬学）
博士（理学）
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各年度の総合職採用者数（事務系・技術系）に占める
博士課程修了者数
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